
「２つの１２０年」
北海道函館聾学校 校長 門 眞 義 弘

本校にかかわる２つの１２０年についてご紹介します。本校にかかわる２人の人物についての １
２０年です。皆さんも当時の様子に思いをはせてみませんか？※本校の歴史動画を HPで公開中です。

◎ 篠崎清次先生の１２０年

本校は、明治 28 年に米
国宣教師の母堂様であるシ
ャーロッテ・ピンクニー・
ドレパー氏によって創立さ
れた函館訓盲会から数えて
令和４年度に 127 年目を
迎えました。創立当時は視
覚障がいのお子さんのみで
したが、はじめて聴覚障が
いのお子さんを受け入れた
のが、自らも視覚に障がい
がありながら本校（函館訓盲会）で学んだ篠崎清
次先生の熱い思いからでした。後の初代校長とな
る篠崎先生は、函館訓盲会の方がキリスト教徒と
して生活する姿を見て大いに心を動かされ、自ら
もキリスト教や障がいのある子どもの教育に一生
を捧げようと決めたそうです。
明治 35 年（1902 年）のある日、母親に伴われ

て男の子がやってきました。その子は、４歳の時
に急性脳膜炎のため聴力を失ってしまったとのこ
とでした。母親から懇願された篠崎先生は、その
子を含めて２名の聴覚に障がいのあるお子さんを
受け入れています。そのときから数えて、令和４
年度が 120年目の記念の年となりました。
聴覚に障がいのあるお子さんを受け入れるのは

初めてでしたので、手探りでの教育の開始となり
ました。篠崎先生は、東京に勉強に行き、学んだ
ことを基に聴覚障がいのお子さんの教育を続けま
した。北海道の函館から東京に行くだけでも何日
もかかった時代ですので大変な決意だったことで
しょう。その後、篠崎先生は 20 代前半にして明治
37 年に函館訓盲院の３代目院長となり、本校の初
代校長となりました。当時の学校の運営は大変で、
学校の仕事の傍らで針治療を行うなど、苦労され
ていたようです。
実は、そのように初めて受け入れて教育したお

子さんが後の室蘭聾学校初代校長となる辻本繁先
生でした。き
こえない校長
先生は全国で
も希なことで
誇らしい歴史
です。この教
育に向き合う
精神を我々は
受け継ぎたい
と思います。

◎ ヘレン・ケラー氏の１２０年

ヘレン・ケラー氏は、
見えない、聞こえない、
話せないということを乗
り越え、障がい者教育や
福祉の発展に貢献したア
メリカ人女性です。22 歳
の時（明治 35 年、1902
年）に自伝を発表し、障
がい者のために講演をし
たり本を書いたりする活
動を始めました。その年
から数えて令和４年度が 120 年目の記念の年と
なりました。
日本には、昭和 12年に初来日しており、函館

にも立ち寄っています。
函館にいら

し た と き に
は、日本文化
を知ってもら
おうと、神社
やお寺の建物
の 模 型 を 作
り、触っても
らうことで函
館の事を伝え
ようと努力し
たようです。

その模型は長く函館聾学校の寄宿舎に置かれて
いましたが、寄宿舎が休舎になったことを期に、
函館盲学校に移されました。
また、ヘレン・ケラー氏に書いてもらった色

紙には、きれいなサインが書かれています。文
字間隔が均一に書かれていること、横一線にま
っすぐ書かれていること、全体のバランスがと
れていることなどから、ヘレン・ケラー氏がい
かに努力された方かが
想像できます。
神社の模型の写真

や、色紙は、本校に飾
られているものです。
じっくり観察してみた
り、目を閉じて、自分
の名前を書いてみたり
と、ヘレン・ケラー氏
の思いを想像してみて
ください。大変さが少
しだけ分かるかもしれ
ません。


